
新
た
な
真
壁
石
燈
籠
伝
統
工
芸
士
の

誕
生
に
期
待
！

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
杯

Ｖヴ

ィ

ヴ

ァ

ー

チ

ェ

Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
今
年
で
３
連
覇

約
８
０
０
人
が
市
内
各
区
域
で

一
斉
に
清
掃
活
動

第
３
回
桜
川
地
区
高
齢
者
交
通
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

茨
城
女
子
ア
マ
W's
ゴ
ル
フ
で

皆
川
・
鈴
木
ペ
ア
が
第
３
位
入
賞

３
日
間
で
課
題
作
の
梵ぼ

ん

字じ

形が
た

燈と
う

籠ろ
う

を
制
作
す

る
た
め
受
験
者
は
真
剣
に
ノ
ミ
な
ど
を
ふ

る
っ
て
試
験
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
で
堂
々
の
３
連
覇
を
達
成
し
た
「
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）」
の
皆
さ
ん

各
小
学
校
区
単
位
で
展
開
さ
れ
た
社
会
環
境

浄
化
活
動
に
よ
り
通
学
路
は
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
横
断
歩
道
な
ど
で
の

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

過
去
７
回
の
当
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
し
、
５

位
以
内
の
入
賞
を
３
回
達
成
し
た
皆
川（
写
真

右
）・
鈴
木
ペ
ア
（
写
真
左
）

　
10
月
11
日
（
金
）、
真
壁
高
校
稲
荷
原
農
場
の

石
材
作
業
場
で
、
真
壁
石
燈
籠
伝
統
工
芸
士
認
定

の
国
家
試
験
が
5
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、
市
内
で

石
材
業
を
営
む
4
人
の
方
が
実
技
試
験
に
挑
み
ま

し
た
。

　
真
壁
石
燈
籠
は
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て

地
域
指
定
さ
れ
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の
技
法
で
燈

籠
を
制
作
し
て
い
る
の
が
伝
統
工
芸
士
で
す
。

　
現
在
、
真
壁
石
燈
籠
伝
統
工
芸
士
会
（
小お

原ば

ら

正
た
だ
し

会
長
）
で
は
、
21
人
が
伝
統
工
芸
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
新
た
な
伝
統
工
芸
士
の
誕
生
に
希
望
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
体
育
の
日
の
10
月
８
日
、
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス

カ
」
で
、
第
７
回
桜
川
市
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
杯
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
の
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ａ
・

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
決
勝
戦
は
、
今
年
で
３
年
連
続

同
カ
ー
ド
、Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
）

（
岩
瀬
地
区
）Ｖ
Ｓ 

グ
レ
ー
ス（
真
壁
地
区
）。
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
２-

０
に
よ
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ｅ
が

見
事
３
年
連
続
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
３
位
に
は
松
田
ク
ラ
ブ
（
岩
瀬
地
区
）

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
10
月
8
日（
月
・
祝
）、
桜
川
市
内
の
各
小
学
校

区
を
単
位
と
し
た
区
域
で
、
青
少
年
の
た
め
の
社

会
環
境
浄
化
活
動
が
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
約

８
０
０
人
の
皆
さ
ん
は
清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
の
各
種
団
体
お
よ
び
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
、
市
内
11
の
各

小
学
校
区
域
で
、
通
学
路
を
重
点
的
に
違
法
捨
て

看
板
な
ど
の
撤
去
や
ゴ
ミ
・
空
き
缶
の
収
集
と
通

学
路
の
安
全
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
2
時
間
ほ
ど
の
作
業
時
間
で
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
11
台
分
も
あ
り
通
学
路
は
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
（
水
）、
真
壁
運
動
場
で
桜
川
地
区

交
通
安
全
協
会
主
催
の
第
3
回
桜
川
地
区
高
齢
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
24

チ
ー
ム
・
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
現
在
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
・

増
加
し
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
会

場
内
に
作
ら
れ
た
8
つ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
内
に
は
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
参
加
者
は
、
道
路
横
断
の
安
全
確
認
や

右
側
通
行
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
に
気
を
付
け
な
が

ら
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
石
岡
市
の
サ
ミ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
た
、
第
11
回
茨
城
女
子
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ブ
ル
ス

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
で
、
桜
川
市
か
ら
出
場
し
た

皆み
な

川か
わ

三み

代よ

子こ

（
真
壁
町
白
井
地
区
）・
鈴す

ず

木き

幸さ
ち

江え

（
青

木
地
区
）
組
が
３
位
タ
イ
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
29
組
・
58
人
が
出
場
し
た
今
大
会
は
、
２
人
の

各
ホ
ー
ル
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
を
採
用
す
る
18
ホ
ー
ル

ズ
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
の
チ
ー
ム

戦
。
皆
川
・
鈴
木
組
は
、
イ
ン
37
・
ア
ウ
ト
37
の

２
オ
ー
バ
ー
で
回
り
ま
し
た
。
ペ
ア
を
組
ん
で
７

年
目
の
皆
川
・
鈴
木
組
は
「
２
人
の
調
子
が
う
ま

く
か
み
合
っ
て
入
賞
で
き
ま
し
た
。
３
度
目
の
入

賞
に
満
足
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
長
野
県
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ア
リ
ー
ナ
・
エ

ム
ウ
エ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
55
回
小
学
生
・

中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
」
で
、
岩
瀬
東

中
１
年
生
の
柏 

湧
斗
さ
ん
が
、
中
学
１
年
男
子

形
の
部
で
見
事
優
勝
し
、
日
本
一
の
栄
冠
に
輝
き

ま
し
た
。

　
柏
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
市
内
高
久
地
区
の
大
和

道
場
で
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
体
形
は
小
柄

で
す
が
、
指
導
者
の
下
で
熱
心
に
技
を
磨
い
て
き

ま
し
た
。「
こ
の
優
勝
は
道
場
や
支
え
て
く
れ
た

み
ん
な
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
空
手
を
続
け
た
い
。」
と
、
柏

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権

男
子
形
の
部
で
柏

か
し
わ

湧ゆ
う

斗と

さ
ん
が
優
勝

小
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
中
学

１
年
男
子
形
の
部
で
優
勝
し
た
柏
さ
ん
（
写

真
左
）
と
道
場
指
導
者
の
飯い

い

島じ
ま

龍
り
ょ
う

太た

さ
ん
（
写

真
右
）

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

接
続
促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
桜
川
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ「
い
し
お
さ
ん
」
も
参
加
。
買
い
物
客

の
皆
さ
ん
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

手
作
り
ピ
ザ
窯
の
窯
開
き
で
は
、
市
内
で
レ

ス
ト
ラ
ン
を
営
む
小お

瀬せ

秀
し
ゅ
う

二じ

さ
ん
か
ら
ピ
ザ

焼
き
の
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
（
日
）、
㈱
カ
ス
ミ 

フ
ー
ド
ス
ク
エ

ア
岩
瀬
店
で
、
市
と
茨
城
県
が
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
に
水
質
浄
化
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
接
続
促
進
の
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
9
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」
の
活

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、

買
い
物
客
の
皆
さ
ん
へ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
啓
発

品
を
配
布
し
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
へ

の
早
期
接
続
の
呼
び
か
け
と
未
接
続
世
帯
へ
の
戸

別
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
活
環
境
の
向
上
や

河
川
な
ど
の
水
質
保
全
の
た
め
に
、
早
期
接
続
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

震
災
被
害
の
大お

お

谷や

石い
し

を

ピ
ザ
窯
で
再
利
用

　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
倒
れ
た
大
谷
石
塀
の

再
利
用
を
目
的
に
、
桜
川
北
部
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会
と
市
の
協
働
で
「
ピ
ザ
窯
」
が
作
製
さ
れ

ま
し
た
。
大
谷
石
は
耐
火
性
に
優
れ
、
遠
赤
外
線

効
果
も
あ
り
ピ
ザ
窯
や
パ
ン
焼
き
に
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
10
月
14
日
（
日
）
に
は
、
そ
の
ピ
ザ
窯
の
窯
開

き
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
開

催
さ
れ
、
ピ
ザ
づ
く
り
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
事
業

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
ピ
ザ
窯
を

大
泉
地
区
に
あ
る
農
産
物
直
売
所
「
さ
く
ら
」
に

設
置
。
地
元
の
農
産
物
を
活
か
し
た
ピ
ザ
づ
く
り

や
食
育
な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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